那須（奥の細道）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なす),那須)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くろばね),黒羽)といふ所に知る人あれば、これよりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(の),野)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごえ),越)にかかりてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すぐみち),直道)をいかんとす。はるかに一村を見かけて行くに、雨降り日暮るる。農夫の家に一夜を借りて、明くればまた野中を行く。そこにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のが),野飼)ひの馬あり。草刈るおのこにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(Ａ),な)げきよれば、野夫といへどもさすがに情けしらぬにはあらず「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(Ｂ),い)かがすべきや、されどもこの野は縦横にわかれてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(Ｃ),う)ゐうゐEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しき),敷)旅人の道ふみたがえん、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(Ｄ),あ)やしうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はべ),侍)れば、この馬のとどまる所にて馬を返しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たま),給)へ」とかし侍りぬ。ちいさき者ふたり馬の跡したひてはしる。ひとりは小EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むすめ),姫)にて名を「かさね」といふ。聞なれぬ名のやさしかりければ、

　　　（　　　　　　）はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やへ),八重)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なでしこ),撫子)の名なるべし　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),曾)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ら),良)
やがて人里に至れば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(Ｅ),あ)たひをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くら),鞍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぼ),壺)に結び付けて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(Ｆ),馬)を返しぬ。

※黒羽…現在の栃木県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおたわら),大田原)市の黒羽

※直道…まっすぐな近道

※やがて…まもなく

問１　傍線Aの「なげきよれば」の意味として最も適切なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を答えなさい。

　ア　同情されたので　　　イ　嘆願されたので　　　ウ　同情したところ　　　エ　嘆願したところ

問２　傍線Bの「いかがすべきや」の意味として最も適切なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を答えなさい。

　ア　どうしようもないよ　　　
イ　一体どうしたのだろうか

　ウ　どうしたらよいだろうか
エ　なんとかしようよ

問３　傍線Cの「うゐうゐ敷」の意味として最も適切なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を答えなさい。

　ア　若々しい　　イ　なれない　　　ウ　気恥ずかしい　　　エ　内気な

問４　傍線Dの「あやしう」の意味として最も適切なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を答えなさい。

　ア　異常だ　　　イ　不思議だ　　　ウ　気がかりだ　　　エ　見苦しい

問５　（　　　）に入る語を本文中から抜き出して答えなさい。

問６　傍線Eの「あたひ」を現代かなづかいに直しなさい。

問７　本文の内容と合っているものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を答えなさい。

　ア　黒羽へ向かおうと、那須の野を横切ろうとしたが、途中雨が降ったので、農夫に馬を借りた。

　イ　黒羽へ向かおうと、那須の野を横切ろうとしたが、途中草を刈っている男に馬を借りた。

　ウ　黒羽へ向かおうと、那須の野を横切ろうとしたが、途中農夫に馬を借りると、女の子が二人、あとについて走ってきた。

　エ　黒羽へ向かおうと、那須の野を横切ろうとしたが、途中草を刈っている男に馬を借りると、小さい子が二人、あとについて走ってきた。
問８　傍線Fの「馬を返しぬ」はだれの行動か。最も適切なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を答えなさい。

　ア　農夫　　　イ　野夫　　　ウ　小娘　　　エ　作者
◇本文（再掲）
那須の黒羽といふ所に知る人あれば、これより野越にかかりて直道をいかんとす。はるかに一村を見かけて行くに、雨降り日暮るる。農夫の家に一夜を借りて、明くればまた野中を行く。そこに野飼ひの馬あり。草刈るおのこになげきよれば、野夫といへどもさすがに情けしらぬにはあらず「いかがすべきや、されどもこの野は縦横にわかれてうゐうゐ敷旅人の道ふみたがえん、あやしう侍れば、この馬のとどまる所にて馬を返し給へ」とかし侍りぬ。ちいさき者ふたり馬の跡したひてはしる。ひとりは小姫にて名を「かさね」といふ。聞なれぬ名のやさしかりければ、

　　かさねとは八重撫子の名なるべし　曾良
やがて人里に至れば、あたひを鞍壺に結び付けて、馬を返しぬ。
問１　エ　　問２　ウ　　問３　イ　　問４　ウ　　問５　かさね　　問６　あたい　　問７　イ　　問８　エ
◇現代語訳
　那須の黒羽というところに知人がいるので、ここから那須野を横切って、まっすぐに近道を行くことにする。はるか遠くに一つの村を見つけて（その村を目指して）行くうちに、雨が降り出し、日も暮れてしまった。農家の家に一晩の宿を借りて、夜が明けるとまた野原の中を歩いた。そこに放し飼いの馬がいる。草を刈っている男に近寄って、（道に迷って）困っていることを訴えかけると、田舎の百姓ではあるが、やはり人情を知らないわけではなかった。（その男は）「どうしたらよいかなあ。（私が直接案内するわけにはいかない）けれども、この野原は（道が）四方八方に分かれていて、この土地に慣れていない旅の方は、道を間違えるでしょう。それが気がかりなので、（この馬に乗って行って）馬が止まったところで馬を返して下さい」と言って、馬を貸してくれた。小さい子どもが二人、馬の後ろについて走ってきた。一人は小娘で名を「かさね」と言う。聞き慣れない名前で、優雅だったので
　　　かさねとは八重EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なでしこ),撫子)の名前であろう　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),曾)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ら),良)
まもなく人家のある里に着いたので、馬の借り賃をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くら),鞍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぼ),壺)に結び付けて、馬を返してやった。
